
 大分工業高校 甲子園出場 （３回目 １７年ぶり） 

NO. 名前 学年 NO. 名前 学年

1 田中太一 3年 10 渡辺脩平 3年

2 佐藤耕一 3年 11 白根亮汰 3年

3 今井省吾 2年 12 藤田拓也 3年

4 新納将貴 2年 13 井上雄貴 2年

5 平山慧 3年 14 工藤将也 3年

6 町田大河 1年 15 伊藤竜二 2年

7 下川哲司 2年 16 弥田拓治 3年

8 西谷直樹 3年 17 阿南恵之助 3年

9 平野航史 3年 18 三浦広大 3年

　第９２回全国高校野球選手権大分大会最終日は２７日、新大分球場で明豊―大分工の決勝があった。

大分工が３―２で勝ち、１７年ぶり３回目（前身の大分二高を含む）の優勝を果たした。

大分工は一回、明豊の先発山野恭介（３年）の立ち上がりをとらえ、２点を先制。六回にも１点を加えた。

明豊は大分工の先発田中太一（同）から九回に２点を返したが、あと一歩及ばなかった。

大分工　１７年ぶり甲子園

優勝を決め笑顔で喜ぶ大分工ナイン＝２７日、新大分球場
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昭和３５～３６年（1960-61）当時の
応援団長　後藤恒康　さん
飛び入り　チアリーダ

我が母校大分工業高等学校が１７年ぶり、３回目の甲子園大会出場が決まった。

大会第５日目、８月１１日の第一試合で同じ九州・隣の宮崎県代表の都城学院と対戦した

鈴蘭台の孫も大の野球フアンで一緒に応援、観戦に行った。３塁側アルプス席から

DAIKO応援団と一緒に大声で応援した。この上ない熱戦で４－４のまま、今大会初の

延長戦にもつれこみ、最後は惜しくもスクイズでさよなら敗戦となった。

この日は仙台育英vs開星、東海大相模vs水城の試合も大接戦の好試合だった

高校野球の醍醐味を満喫することが出来たし、東海大相模の応援の素晴らしさも見る

ことが出来た。

昭和３７年機械科卒の後藤恒康さんも応援に来ていた。さすが彼は高校時代は応援

団長だったこともあり、飛び入りチアーリーダとしての大活躍もみることが出来た。高校

時代野球部だった朝来野二郎さんも応援にきていたとのこと（後藤さんの話）








